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明けましておめでとうございます 今年もよろしくお願いいたします

田原交流センター職員一同

令和４年１２月１４日（水）稗原グラウンドで、東部地区

（御厨、南御厨、西貝、田原）のグラウンドゴルフ大会が

行われました。

この日は、冬の冷たい風が吹く寒い日になりましたが、

男性48名、女性46名、計94名で、日ごろの練習成果を

思う存分に発揮し、プレーしていただきました。

男女それぞれ上位７位までに入賞された方々は以下

のとおりです。この賞のほか、ホールインワン賞やラッ

キー賞など多くの方へ景品が渡されました。

《男性》 《女性》

 順位 氏   名       打数 氏   名       打数

  １  渥美  勲（南御厨）  66 内山けい子（御 厨） 78

  ２  久保田好博（西 貝） 74 佐藤節子（田佐藤節子（田佐藤節子（田佐藤節子（田        原）原）原）原）        78787878

  ３  田嶋信和（西 貝）   74 新貝清子（御  厨）  80

  ４  松山勝義（西  貝）  75 後藤克子（御  厨）  80

  ５  袴田英夫（御 厨）   76 寺澤朝子（御  厨）  81

  ６  後藤卓朗（御 厨）   76 山本まち子（御 厨）  82

  ７  天野二十夫（南御厨）78 江塚なみ江（御 厨） 82
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恒例となった恒例となった恒例となった恒例となった『『『『しめ飾り教室しめ飾り教室しめ飾り教室しめ飾り教室』』』』

液

令和５年（2023年）がスタートしました…

謹んで新年のお慶びを申し上げます。

令和２年末から常に悩まされてきた「新型コロナウイ

ルス感染症」も今年で4年目になりました。その間、田

原地域づくり協議会としては、可能な範囲の中で縮小

など工夫して事業実施してまいりましたが、改めて地

域の皆さんのご理解とご協力に感謝申し上げます。

行動制限のない正月が明け、最近は、新型コロナウ

イルスとインフルエンザが全国的に同時流行すると懸

念されています。

一日でも早く、コロナが収束し、交流センターが気軽

に立ち寄れる地域活動の拠点として、

交流の場や学習の場となるよう、皆さま

方のご支援とご協力をお願い申し上げ

ます。

令和４年１２月２５日（日）田原みどりの会の皆さ

んを講師にお迎えし、恒例の「しめ飾り教室」を開催

しました。

昨年度から予約制とし、約30人が参加し、無病息

災や家内安全を祈願しながら、手づくりのしめ飾り

を完成させました。また、材料のみの配布も行い、

13人の皆さんにお渡ししました。

今年は、中学生ボランティアの皆

さんが前日(9人)や当日(11人)に参

加し、前日は一人分の部品のセット

やダイダイの収穫などの準備、当日

は受付やアシスタントなどで活動し

てくれました。

寒さに負けず元気に寒さに負けず元気に寒さに負けず元気に寒さに負けず元気に『『『『おはよう！おはよう！おはよう！おはよう！』』』』

令和５年１月６日(金)の、新年最初の小学校登校

日の朝は、冬の寒い日となりましたが、『あいさつ

運動』が実施されました。

コロナ禍の中ですが、子どもたちはマスクを着用

して元気に登校し、交流センターの前では見守る地

域の人たちと相互に大きな声で「おはようございま

す」と あいさつを交わしていました。

この日は、交流センターの前や

学校近くの横断歩道、校長先生が

子どもたちを迎えてえてくれました。

今年も楽しく学校生活が送れるこ

とを願っています。

年末大掃除年末大掃除年末大掃除年末大掃除 ありがとうございましたありがとうございましたありがとうございましたありがとうございました

１２月２７日(火)普段から交流センターや体育館を

利用している団体やサークルの代表者にお願いし、

『年末大掃除』を実施しました。

この日は、冷たい日でしたが、交流センターでは、

各部屋の窓ガラス拭きや床掃除と机の雑巾がけな

ど、体育館では床掃除や器具庫内の片付け・掃除

など・・・参加された皆さ

んが、手分けして頑張っ

て、細かい所まで掃除を

していただいたこともあ

り、大変きれいになりま

した。

ありがとうございました。

交流センター講座 交流センターでは、毎月様々な生涯学習講座を開催しています。

１２月３日（土）

消しゴムはんこDE年賀状
１２月２４日（土）

お正月のフラワーアレンジメント

1/29（日）電話1本サギの元！？～特殊詐欺を防ぐ地域の力～

消しゴムはんこを使った年賀状作成講座を開催し

ました。

様々なデザインの下絵の中から、気に入ったもの

を選び消しゴムを彫ってはんこが完成。

それにインクを付けてはがきにペタッ！皆さんそ

れぞれ素敵な作品が出来ました。

講師の春太郎先生がミニ色紙も用意してくださっ

たので、そちらで作品を完成させた方もいました。

毎年恒例になった、お正月に彩を添えるフラワー

アレンジメントの講座を開催しました。

小学生５人を含む１4人が参加し、センターで華道

の講師をされている村松先生の指導のもと、素敵な

お花が完成！

紙粘土で干支のうさぎや花餅を作るなど、工夫を

こらしてアレンジメントに華やかさが添えられました。

募集中



田原交流センター Instagram

こちら↓

https://www.instagram.com/taharakoryu/

←田原水車の里愛護会

Facebookはこちら

https://www.facebook.com/TaharaSuisya

インスタグラムやフェイスブックで水車の里周辺の様子を

見ることができます。ぜひご覧ください。

原産地は地中海沿岸です： ニホンズイセン
厳しい寒さの中、田原地区のあちこち

でニホンズイセン(日本水仙)が花を咲か
せています。「日本」という枕詞がつく
ものの原産地は地中海沿岸で、中国を経
由して平安時代には日本に渡来していた
そうです。現在では、日本中に広く分布しています。

このように、ニホンズイセンは私たちに身近な植
物ですが、花の構造は一風変わっています。花びら
が6枚あるように見えますが、実際は前側の３枚だ
けで、後ろ側の３枚は萼片(がくへん)です。これら
６枚を合わせて花被片(かひへん)といいます。花被
片の前方には副花冠(ふくかかん)という筒形の構造
があり、内側に雄しべと雌しべがあります。

ニホンズイセンの花の構造。副花冠という特徴的な筒形
の構造があり、これは他の洋種のスイセンでも共通です。

民家横の空き地に
咲く一般的な二ホン
ズイセン(上の写真↑)
と、田原水車の里の
八重咲きのニホンズ
イセン(左の写真←)。

↑

副花冠の色が抜
け落ちて、花全体
が白くなったニホ
ンズイセンもあり
ます。

→

萼片：後方の３枚

花弁 (花びら)：
前方の３枚

雌しべ

雄しべ

副花冠

シニアクラブでは、毎年、友愛福祉募金活動を
行っております。令和４年度募金活動の結果、東
部地区では田原の明ケ島にある「デイサービス ほ
ほえみのいえ」に寄付金３万５千円を渡すことに
なりました。

１２月２０日(火)に
大林東部地区長が訪問
し、手渡してきました。
「ほほえみのいえ」の

神谷さんは、「大切に
使わさせていただきま
す」とお礼を述べて下
さいました。

シニアクラブ
友愛福祉募金活動

シニアクラブの大林東部
地区長(左)と、「ほほえみ
のいえ」の神谷さん(右)

11月15日（火）～12月10日（土）の日
程で「第4回はらぺこ応援プロジェクト」を開
催ました。

地域の皆さまから多くの善意の品をお預か
りして、12月14日（水）磐田市社会福祉協
議会へお届けしました。また、今回は子ども
食堂を運営している団体にも寄付させていた
だきました。

ご協力ありがとう
ございました。

田原ボランティアサークル
はらぺこ応援プロジェクト報告
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地域づくり協議会福祉部会

☎３５−４２６９

（田原交流センター内）

令和５年１月１８日発行

新年にあたって 田原地区社会福祉協議会 会長 高田一良
皆さんあけましておめでとうございます。本年もよろしくお願いいたします。田原地区社協の活

動として福祉委員の方による高齢者声かけ事業がようやく定着し、生活の足を確保するためのデマ
ンドタクシー利用者証の取得を働きかけ、買い物支援として、とくし丸による活動が緒に就き始め
ました。今年の干支はウサギで、去年までの様々なことの区切りがつき、次へと向かっていく年と
言われます。

改めて今年は何をしようと考えたとき、ウサギと亀の話が浮かんで
きました。これまでの経験では何事もすぐには成り立たず、やり始め
たとしても継続するのに力が要ります。この様に福祉の仕事はウサギ
というより亀に近いと思います。大きな耳で取り込んだニーズをゆっ
くり、休まず事業に育てるこれが今年なのかなと感じています。

昨年の事業を継続するとともに、子育て支援をされている方たちの
支援をはじめ、大きな耳で皆さんの声を聞きながら少しずつ、着実に
進めていきたいと思います。ご支援をよろしくお願いいたします。

新年にあたって 田原地区社会福祉協議会 事務局長 山下幹種
80歳以上の高齢者と田原小学校児童が俳句の”いっぺん”を通して絵手紙風に描き、交流して

3年目になります。
令和4年度は230枚のはがきを準備し、夏休み前に4～6年生の児童が投函しました。丁重な返信

を頂いた方も少なからずいらっしゃいます。
コロナ禍が長く続き、地域の方々のコミュニケーションもすくなくなりました。田原小学校の

”いっぺん“づくりは、元豊田中学校長の谷先生ご夫妻が定期的に田原小学校を訪問され、学校と
地域連携にかかわってくださっています。

本年も田原地区社協の活動に
ご支援をお願いいたします

今後も皆さんとのふれあいを大切に継続していきたい
とおもいます。

３世代ぷらっと クリスマス会

12月18日(日)、３世代ぷらっとのクリスマス
会が開かれました。子どもとお父さん・お母さん
おじいちゃん・おばあちゃんの3世代が集まり
お菓子のくじ引きやゲーム、合唱、ダンスなどを
行い、盛り上がりました。

当日は御厨地区の福祉委員の方々が見学に訪れ
３世代ぷらっとの「肩ひじ張らない、ありのまま
で飾らない雰囲気」に感心していました。

← 世代間の「飾らない」
ふれあいが魅力です。

最後はいつもの →
ダンスで締め！


